
No 愛称案 解説

1  まち条例 まち課・まちセン・まち条例、で呼び易いと思います。

2  まちづくり条例

・よりわかりやすくシンプルに「まちづくり条例」とした。

・こうあるべきだという理念がミスリードとならないようわかり
やすく「まちづくり条例」とした。(重みがあるんだというメッ
セージが伝わることが⼤切である)

・誰にでもわかりやすい短縮のしかただと思います。

3 富⼠市まちづくり条例 住⺠に理解しやすく、明解に「富⼠市まちづくり条例」としました。

4 ともにきずく富⼠市まちづくり条例

条例制定後、より多くの市⺠に浸透させて、実際の⾏動につなが
るようにしていくため、わかりやすく⾃分こととして捉えてもら
うように「ともにきずく富⼠市まちづくり条例」とした。また
「ともにきずく」は優しい印象になるように、あえて平仮名表記
とした。

5 まちづくり    条例
わ(なごむ⼼）、話(会話）、⽻(跳ぶ）、輪(丸い）、環(つな
ぐ） 等と考えた時、和の⼼が協⼒・強調へと繫がると思いあえ
て「わ」   を⼊れてみました。

6 元気なまちづくり条例

中学⽣にも親しみやすく、わかりやすい、単純明快に「元気なま
ちづくり条例」とした。解説＝これからの「まちづくり」は、中
学⽣の年齢から⾃分の住んでいる地区のことに興味を持って知っ
てもらう必要がある。今年の参議院選挙から、１８歳以上に選挙
権が与えられ、市会議員県議会議員、知事、国会議員の選挙で投
票が義務づけられた。例えば、⾝近な市会議員選挙において地区
のことに興味のない⾼校⽣等は、誰に投票してよいのか判らない
のが現状です。私たち、⼤⼈の⽬線ではなく、将来「元気なまち
富⼠市」を⽬指すためにも、中学⽣に親しみやすい「元気なまち
をみんなでつくる」そのための愛称を「元気なまちづくり条例」
とした。
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